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　Abstract

A monthly investigation into the occurrence of the 
lernaeid copepod Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758 
on fishes was conducted in the Matsuita River, a 
tributary of the Kurose River, Hiroshima Prefecture, 
Japan, for one year from November 2007 to October 
2008. Of the 10 fish species collected (four cyprinids, 
one bagrid, one amblycipitid, two centrarchids, one 
odontobutid, and one gobiid), only three species, i.e., 
bluegill Lepomis macrochirus Rafinesque, 1819 
(Centrarchidae), dark chub Nipponocypris temminckii 
(Temminck and Schlegel, 1846), and pike gudgeon 
Pseudogobio sp. (both Cyprinidae), were found to be 
infected with L. cyprinacea. Among these species, 
bluegill was most frequently infected, which suggests 
that the species serves as an important host in the river. 
Ovigerous females of L. cyprinacea were collected 
during summer months (June to August).

　はじめに

広島大学の水産増殖学研究室では，本論文の

第一著者（長澤）が 2005年 9月から 2017年 3月

に教員として勤務した際，研究室に所属した大学

生や大学院生とともに，大学に近い黒瀬川水系で

淡水魚を採集して寄生虫研究を行った．この水系

には，本流である黒瀬川と多くの支流のほか，上

流域には多くの溜池もあり，魚類が豊富で（平山，

1996；竹下・原，2010），大学の周辺でそれらを

容易に採集できた．このため，学生らとともに淡

水魚の採集を楽しみつつ寄生虫研究を行い，研究

成果を公表してきた（例えばManeepitaksanti and 

Nagasawa, 2012；Nagasawa et al., 2013, 2014；Naga-

sawa and Obe, 2013）．

この寄生虫研究では，イカリムシ Lernaea 

cyprinacea Linnaeus, 1758を当初から調査対象に

含めた．それは，イカリムシは「天然の状態では

河川，池沼などのコイ科魚類，コイ・フナなどに

主に寄生する」（椎野，1966）と報告されていた

ものの，わが国での研究は養殖魚や飼育魚を対象

に行われたものが多く（Leigh-Sharpe, 1925；中井，

1927；松井・熊田 , 1928；中井・小海 , 1931；笠原 , 

1962），野生魚に寄生するイカリムシの生態学的

研究がほとんどなかったからである．筆者らは日

本産イカリムシの文献目録を作成し研究課題を明

確にするとともに（Nagasawa et al., 2007），黒瀬

川水系をフィールドとしてイカリムシの研究を開

始した．この研究では，イカリムシの宿主利用や

寄生動態などを明らかにすることを目的とした．

そして，研究開始直後に黒瀬川産カワムツ

Nipponocypris temminckii (Temminck and Schlegel, 

1846)（原著では Zacco temminckii）からイカリム

シを見出した（Nagasawa et al., 2007）．その後，

筆者らは黒瀬川の支流，松板川でイカリムシに関

する周年調査を行い，カワムツに加えて，ブルー
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ギル Lepomis macrochirus Rafinesque, 1819とカマ

ツカ属の 1種 Pseudogobio sp.にもイカリムシの

寄生を認め，いくつかの新知見を得た．本論文で

は，この松板川における調査結果を報告する．

　材料と方法

本研究で調べた魚類は，黒瀬川の支流，松板

川で採集した．松板川は，東広島市東部にある蚊

無奥山（標高 542 m）中腹に源を発し，山間部を

経て，西条盆地南東部の田園・丘陵地帯を流れた

後，同市西条町馬木で黒瀬川と合流する小河川で

ある．魚類の採集は 2007年 11月から 2008年 10

月までの 1年間，毎月，松板川の下流域（黒瀬川

との合流点から約 500–600 m上流，34º21′40″N，

132º43′28″E付近）で手網等を用いて行った．また，

魚類採集後に流心の表面水温を棒状温度計により

測定した．

採集魚の多くは活かしたまま，国外外来魚の

ブルーギルとオオクチバス Micropterus salmoides 

(Lacepède, 1802)は 10%フォルマリン液で固定し

て広島大学の研究室に運び，標準体長（SL，

mm）を測定後，実体顕微鏡（Olympus SZX10）

を用いて寄生虫の有無を調べた．イカリムシを見

出した際には，寄生部位を記録後，宿主から採取

し 70%エタノール液で固定・保存した．その後，

実体顕微鏡を用いて採取標本がイカリムシである

ことを確認し，実体顕微鏡に装着した写真装置を

用いて撮影した．現在，イカリムシ標本は第一著

者のもとにある．それらは，採取時に著しく損傷

した個体を除いて，後日，茨城県つくば市にある

国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレクショ

ンに収蔵する予定である．

本論文で述べる魚類の学名は中坊（2013）に

従う．ただし，カワムツとオイカワ，トウヨシノ

ボリの学名は，それぞれ Ito et al. (2017)と中坊

（2000）に従う．また，ブルーギルとキンギョの

学名は，ともに Froese and Pauly (2019)に従う．

最近出版された日本産カマツカ属魚類の分類・生

物地理学的研究（Tominaga and Kawase, 2019）に

よれば，松板川に生息する本属魚類はカマツカ

Pseudogobio esocinus (Temminck and Schlegel, 1846)

Fig. 1. Lernaea cyprinacea, metamorphorsed adult females, lateral 
views. A, from Lepomis macrochirus in August 2007; B, from 
Pseudogobio sp. in February 2018. Scale bars: A–B, 2 mm.
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か ナ ガ レ カ マ ツ カ Pseudogobio agathonectris 

Tominaga and Kawase, 2019のいずれかであると推

測される．しかし，筆者らが 2007–2008年に採集

した個体は廃棄されて残っていないため，本論文

では種を特定せずカマツカ属の 1種として扱う．

イカリムシの寄生状況を示す用語として，本

論文では寄生率（prevalence）と寄生強度（intensity）

を用いる．その定義は Bush et al. (1997)，用語の

和訳は片平・川西（2018）に従う．

　結果

松板川で採集された魚類は 6科 10種から構成

され，それらはコイ科のカワムツ，オイカワ

Zacco platypus (Temminck and Schlegel, 1846)， ム

ギツク Pungtungia herzi Herzenstein, 1892，カマツ

カ属の 1種（4種）；ギギ科のギギ Tachysurus 

nudiceps (Sauvage, 1883)（1種）；アカザ科のアカ

ザ Liobagrus reinii Hilgendorf, 1878（1種）；サン

フィッシュ科のブルーギル，オオクチバス（2種）；

ドンコ科のドンコ Odontobutis obscura (Temminck 

and Schlegel, 1845)（1種）；ハゼ科のヨシノボリ

属の 1種 Rhinogobius sp.（1種）であった．合計

で 473個体が採集され，最も個体数が多かったの

はカワムツ［n=289，26–154（平均 71）mm SL］

であった．以下，採集個体数順にオイカワ［n=93，

87–114 (87) mm SL］，ブルーギル［n=43，45–112 (68) 

mm SL］，オオクチバス［n=26，53–146 (101) mm 

SL］，カマツカ属の 1種［n=9，86–110 (98) mm 

SL］，ムギツク［n=8，67–72 (70) mm SL］，ドン

コ［n=2，80–103 (92) mm SL］，アカザ（n=1，83 

mm SL），ギギ（n=1，78 mm SL），ヨシノボリ属

の 1種（n=1，37 mm SL）であった．

上記魚種のなかで，イカリムシが寄生してい

たのはカワムツ，カマツカ属の 1種，ブルーギル

の 2科 3種であった．ブルーギルにおける寄生率

が最も高く，これにカマツカ属の 1種が続き，カ

ワムツにおける寄生率は極めて低かった（Table 

1）．7尾のブルーギルが寄生を受け，イカリムシ

の寄生強度は 1尾（98 mm SL）で 2個体，他 6

尾（64–112 mm SL）で 1個体であった．カワム

ツとカマツカ属の 1種ではそれぞれ 2尾（87，

112 mm SL）と 1尾（86 mm SL）が寄生を受け，

イカリムシの寄生強度はすべて 1個体であった．

また，これら 3魚種の被寄生尾数は合計 10尾で，

それらは全採集尾数の 2.1%に過ぎなかった．

イカリムシの寄生が認められた月は，ブルー

ギルで 6月と 8月で，8月における寄生率が高かっ

た（Table 1）．カワムツでも，ほぼ同じ時期の 7

月と 8月に寄生を受けていた．6–8月の水温は

22.2–30.8ºCと高かった（Table 1）．一方，水温が

Month

Fish species  
Bluegill Dark chub Pike gudgeon WT***

Lepomis macrochirus Nipponocypris temminckii Pseudogobio sp. (ºC)
(Centrarchidae) (Cyprinidae) (Cyprinidae)

November 0/3 (0),  0 (–), 62 (57–70)* 0/38 (0),  0 (–), 72 (54–139) 0/1 (0),  0 (–), 95 (95) 12.7
December –** 0/22 (0),  0 (–), 72 (60–103) – 9.2
January – 0/27 (0),  0 (–), 90 (60–116) – 5.3
February 0/1 (0),  0 (–), 52 (52) 0/22 (0),  0 (–), 72 (37–110) 1/3 (33),  1 (1.0), 99 (86–110) 2.8
March 0/6 (0),  0 (–), 73 (66–78) 0/21 (0),  0 (–), 67 (26–114) – 8.0 
April – 0/20 (0),  0 (–), 58 (26–101) – 12.1
May 0/7 (0),  0 (–), 61 (50–67) 0/26 (0),  0 (–), 66 (40–122) 0/5 (0),  0 (–), 98 (91–109) 20.1
June 1/17 (5.9),  2 (2.0), 63 (45–98) 0/22 (0),  0 (–), 50 (31–92) – 22.5
July – 1/23 (4.3),  1 (1.0), 71 (53–96) – 29.2
August 6/9 (66.7),  6 (1.0), 82 (52–112) 1/22 (4.5),  1 (1.0), 78 (45–145) – 30.8
September – 0/22 (0),  0 (–), 69 (33–85) – 24.0 
October – 0/24 (0),  0 (–), 85 (43–154) – 19.0 
Total 7/43 (16.3),  8 (1.1), 68 (45–112) 2/289 (0.7), 2 (1.0), 71 (26–154) 1/9 (11.1),  1 (1.0), 98 (86–110)
*Number of fish infected/examined (percent prevalence), total number of copepods collected (mean intensity), mean standard length (range) 

of fishes examined; **Not collected; ***Water temperature.

Table 1. Monthly changes in prevalence and intensity of Lernaea cyprinacea infection on three fish species and water temperature in the 
Matsuita River, Hiroshima Prefecture, Japan, from November 2007 to October 2008. Monthly mean and range of the standard length of the 
fishes examined are also shown.
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最も低かった 2月（2.8ºC）にもカマツカ属の 1

種に寄生が見られた．

イカリムシは，宿主の鰭基部に近い体側から

体前部を穿入させて寄生していた．ブルーギルで

は胸鰭（n=3）と腹鰭（n=3）の基部付近に多く，

背鰭（n=1）と臀鰭（n=1）の基部周辺にも見ら

れた．また，カワムツでは腹鰭（n=1）と臀鰭（n=1）

の基部，カマツカ属の 1種では腹鰭基部（n=1）

に寄生していた．

得られたイカリムシはいずれも雌成体であっ

た（Fig. 1）．採取時に損傷した個体が多かったた

めに詳細な形態観察を欠くが，2対の角状突起が

頭部に認められた．6–8月にブルーギルとカワム

ツに寄生していた個体には体後端付近に卵嚢を有

するものがあった（Fig. 1A）．一方，2月にカマ

ツカ属の 1種に寄生していた個体の体後部（胴部）

は明らかに細く，卵嚢は見られなかった（Fig. 

1B）．イカリムシの体長（卵嚢を含まない）は，

ブルーギルからの個体が 6.0–8.1（平均 7.2）mm

（n=4），カマツカ属の 1種からの個体が 5.5 mm

（n=1）であった．カワムツからの個体は著しい

損傷のため計測できなかった．

　考察

本研究では，広島県東広島市を流れる黒瀬川

の支流，松板川において 10種の淡水魚を採集し，

そのうちの 3種（ブルーギル，カワムツ，カマツ

カ属の 1種）にイカリムシの寄生を認めた．得ら

れた結果のなかで興味深い点は，1）イカリムシ

は日本では 40種・亜種以上の淡水魚から報告さ

れて厳密な宿主特異性がない（長澤ほか，2019a）

にもかかわらず，被寄生魚種が 3種に限られ，全

採集魚（n=473）の 10尾（2.1%），国外外来魚を

除いた在来魚（n=404）の 3尾（0.7%）にしか寄

生が見られなかったこと；2）カワムツ（n=289）

とオイカワ（n=93）は松板川の優先魚種であっ

たにもかかわらず，オイカワには寄生が見られず，

カワムツでも寄生率も 0.7%と極めて低かったこ

と；3）国外外来種のブルーギルには比較的高頻

度（16.3%）に寄生が見られたことである．

上記の 1–3）の結果は，イカリムシが分布する

河川に宿主になり得る魚種が生息していても，イ

カリムシはそれらに容易に感染しないことを示し

ている．これには多くの要因（例えば，調査水域

の魚種組成や流速，水深；宿主の感受性や微生息

場所，遊泳層，遊泳速度など）が関与していると

考えられるが，松板川で魚類を採集した場所は流

れが比較的速かったことから，イカリムシの多く

の幼生が流され，結果としてコペポディド幼体に

よる生息魚類への感染が少なくなったと考えるの

が妥当かも知れない．一方，松板川の例とは異なっ

て，河川に設けられた堰堤下に長く滞留するアユ

Plecoglossus altivelis altivelis  (Temminck and 

Schlegel, 1846)（好峯ほか，2015，2017）にはイ

カリムシが高率に寄生することが知られている．

そのような水域では，イカリムシの幼生が流され

ることは少なく，生息魚類に感染する機会が増し

て寄生率が高くなると推測される．

また，3）の結果は，同所的に生息する魚種で

あっても，在来魚と国外外来魚のブルーギルでは

イカリムシに対する感受性に差があり，ブルーギ

ルのほうがイカリムシに対する感受性が高いこと

を示すものだろう．類似の例は，イカリムシと同

じ寄生性カイアシ類のヤマトニセエラジラミ

Neoergasilus japonicus (Harada, 1930)でも知られ，

この寄生虫は広島県の芦田川では在来魚よりもブ

ルーギルとオオクチバスに高率かつ多数寄生して

いた（Nagasawa and Inoue, 2012）．一方，今回，

松板川で採集したオオクチバスにはイカリムシの

寄生が見られなかったので，同じ北米原産で同一

科に属する両魚種間にはイカリムシに対する感受

性に差があるかも知れない．今後，これらを明ら

かにするため，日本各地の同一水域で両魚種にお

けるイカリムシの寄生状況を比較することが望ま

れるほか，在来種と国外外来種の各種を同一水槽

に収容してイカリムシを人為的に感染させ，各魚

種のイカリムシに対する感受性を比較する実験を

行うことも必要である．

さらに，検査魚全体の寄生率の低さ（2.1%）

に加えて，在来魚 404尾のうち僅か 3尾（0.7%）

にしかイカリムシが見られなかった事実に基づけ

ば，松板川はイカリムシにとって必ずしも好適な
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生息域でなく，その個体群は在来魚ではなく国外

外来魚のブルーギルによってかろうじて維持され

ていると考えることができる．ブルーギルは，国

外外来魚でありながら，既にわが国の河川・湖沼

に広く分布している（Kawamura et al., 2006）．今

後，ブルーギルがそれら水域でイカリムシの宿主

としてどのような役割を果たしているかを明らか

にすることが重要である．

上記したように，松板川産魚類におけるイカ

リムシの出現頻度は低かったが，ブルーギルとカ

マムツには夏季（6–8月）に寄生が見られ，卵嚢

を有する個体があった．愛知県での研究（笠原，

1962）によれば，イカリムシは高水温期の春から

晩秋に繁殖し世代交代をすることから，広島県の

黒瀬川でも同様に高水温期に繁殖すると考えられ

る．一方，イカリムシは冬季に越冬世代として成

長を休止して宿主上で過ごすので（笠原，1962），

本研究でカマツカ属の 1種から 2月に見出された

個体は越冬世代であったとみなすことができる．

イカリムシの寄生部位に関して，今回の調査

では，宿主の鰭基部に近い体側から体前部を宿主

内に穿入させていた．ほぼ同様の観察結果は，わ

が国でイカリムシが最初に見出された際にフナ属

魚類 Carassius sp.から早くも報告され（石井，

1915），その後も，ミナミメダカ Oryzias latipes 

(Temminck and Schlegel, 1846)，ムギツク，イトモ

ロコ Squalidus gracilis gracilis (Temminck and Sch-

legel, 1846)，カダヤシ Gambusia affinis (Baird and 

Girard, 1853)，トウヨシノボリ Rhinogobius sp. 

TO，モツゴ Pseudorasbora parva (Temminck and 

Schlegel, 1846)，アユ，ニジマス Oncorhynchus 

mykiss (Walbaum, 1792)等からも報告されている

（ 松 村，1933； 長 澤 ほ か，2012，2017, 2019a，

2019b；長澤・新田，2014；Nagasawa and Torii, 

2014；好峯ほか，2015；長澤・久志本，2019；長

澤・浦和，2019）．一方，笠原（1962）はニホン

ウ ナ ギ Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 

1847，コイCyprinus carpio Linnaeus, 1758，キンギョ

Carassius auratus (Linnaeus, 1758)，ミナミメダカ

におけるイカリムシの寄生部位を観察し，ニホン

ウナギでは口腔内，他魚種では「キンギョの場合

に口腔内に比較的多く見られたほかは，各部位に

より多少の差はあるが体表全面にわたってその寄

生が見られており，何れも特定の寄生部位は認め

られなかった」と述べた．この著者は，ニホンウ

ナギを除く他 3魚種の鰭基部におけるイカリムシ

の寄生に関する深い論議をしなかったが，示され

たデータ（笠原，1962，第 14表）によれば，検

査尾数に対してコイの 42.5%，キンギョの

16.8%，ミナミメダカの 69.5%が鰭基部にイカリ

ムシの寄生を受けていた．これらの結果に基づく

と，イカリムシの寄生部位は魚種によって異なる

ものの，鰭基部に多くのイカリムシが寄生する魚

種があることは明らかである．このような魚種間

の寄生部位の違いは，イカリムシが宿主に感染す

る際，各宿主の生息場所や遊泳水深，遊泳速度，

寄生部位としての体表や鰭，口腔等の表皮構造な

どが複雑に影響・反映した結果であると考えられ

る．

最後に，わが国におけるイカリムシの宿主記

録に言及すれば，イカリムシがブルーギルに寄生

した例は，滋賀県堅田内湖（グライガー，2004；

Ishida et al., 2011），愛媛県増田川（Nagasawa, 

2013），群馬県城沼（長澤・佐藤，2016），不明採

集地（浦和，2004）から知られている．カワムツ

への寄生は，前報（Nagasawa et al., 2007）で報告

した黒瀬川に加えて，愛媛県増田川（Nagasawa, 

2013：カワムツの学名を Candidia temminckiiと報

告）からの 2例があり，本論文が 3例目である．

また，カマツカ属魚類へのイカリムシの寄生は愛

知県庄内川（好峯ほか，2015）からの 1例がある

のみで，本論文が 2例目になる．
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